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2020 年 10 月 1 日 

 

報道関係各位 
一般社団法人日本能率協会 

 

『日本企業の経営課題 2020』 調査結果 

【第３弾】 SDGsの認知度と取り組み状況 

SDGsの認知度が約９割に。取り組み実施企業は６割超 
 

一般社団法人日本能率協会（会長：中村正己、ＪＭＡ）は、企業が抱える経営課題を明らかにし、これからの

経営指針となるテーマや施策の方向性を探ることを目的に、1979年から、企業経営者を対象に、「当面する企業経

営課題に関する調査」を実施しています。今年度は 2020年 7～8月に実施し、532社からの回答を得ました。 

今回は第３弾として、「SDGs の認知度と取り組み状況」について、ご報告します。 
 

※詳細の調査報告書は 11月上旬に公表予定です。 
 

■ 「2020年度（第 41回）当面する企業経営課題に関する調査」概要 

調査時期 2020年 7月 20日～8月 21日 

調査対象 
JMA の法人会員ならびに評議員会社、およびサンプル抽出した全国主要企業の経営者 

（計 5,000社） 

調査方法 郵送調査法（質問票を郵送配布し、郵送およびインターネットにより回答） 

回答数・回収率 回答数 532社・回答率 10.6％ （回答企業の概要は６ページに記載） 

 

【本件に関するお問合せ先】 

一般社団法人日本能率協会  KAIKA研究所 （担当：近田） 

〒105-8522 東京都港区芝公園 3-1-22  

TEL：03-3434-0380  FAX:03-3434-6330  e-mail：kadai@jma.or.jp 

※取材のお問合せは、広報室（担当:田部、TEL:03-3434‐8620 または 080-4330-9370、 

e-mail：jmapr@jma.or.jp）へお願いいたします。

１．SDGsの認知度さらに高まる。約９割の企業経営者が「知っている」 
 

２．SDGs に関わる取り組み広がる。６割超の企業が取り組みを実施 
 

３．SDGs に取り組む目的 ― 「企業の社会的責任を果たすこと」が８割超 

「中長期的な企業価値向上」「企業ブランドの向上」「社員のモチベーション」も 
 

４．SDGs推進における課題 

「社員の認知度の向上」「具体的な目標・KPIの設定」が８割超 

   「社内推進体制の構築」「商品・サービス・事業の開発への結び付け」も課題 

※＜調査結果を受けてのコメント＞は、5 ページに記載しています。 
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ある程度、
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23.1 
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無回答
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全体(n=532)

大企業(n=131)

中堅企業(n=266)

中小企業(n=132)

知っている

70.5 
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54.5 

ある程度、

知っている

17.9 
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21.1 

22.0 

詳しくは知らないが、

聞いたことはある
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1.5 

6.4 

12.1 
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2.4 

0.0 

1.5 

6.8 

無回答
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1.5 

2.3 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．SDGsの認知度さらに高まる。約９割の企業経営者が「知っている」 
 

○ 国連が提唱している SDGs（持続可能な開発目標）に対する認知状況について尋ねたところ、「知っている」と

の回答が昨年よりも大きく増加して 70.5％（前年比＋19.0 ポイント）、「ある程度、知っている」が 17.9％と

なり、合わせて約９割（88.4%、前年比＋11.5 ポイント）の企業経営者が SDGs を「知っている」という結果

が見られました。【図１－１】 

○ 従業員規模別にみると、従業員数 3000人以上の大企業では、「知っている」「ある程度、知っている」の合計が

96.9％となっているほか、従業員数 300人以上 3000人未満の中堅企業で 89.9％、同 300人未満の中

小企業でも 76.5％となっており、SDGs に対する経営者の認知が広がっていることがうかがえます。【図１－２】 

 

 

【図１－１】 SDGsに対する認知状況（全体・経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１－２】 SDGsに対する認知状況（従業員規模別） 

 

 

 

  

61.8％ 

88.4％ 

76.9％ 

「知っている」 

「ある程度、 

知っている」 

の合計 

88.4％ 

89.9％ 

96.9％ 

76.5％ 

「知っている」 

「ある程度、 

知っている」 

の合計 



3 

 

2018年(n=458)
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２． SDGs に関わる取り組み広がる。６割超の企業が取り組みを実施 
 

○ SDGsに関わる活動の取り組み状況について尋ねたところ、「具体的な目標を設定して取り組んでいる」との回

答が昨年よりも増加して 25.2％（前年比+11.0ポイント）、「具体的な目標の設定はしていないが、SDGs

にそった活動を行っている」が 36.5％（前年比+9.8ポイント）となり、合わせると、６割超（61.7％、前年比

＋20.8ポイント）の企業が SDGs に関わる取り組みをしているという結果が見られました。 【図２－１】 

○ 従業員規模別にみると、従業員数 3000人以上の大企業では、SDGs に関わる取り組みをしている企業の合

計が 88.5％と９割近くに達しています。従業員数 300人～3000人の中堅企業では取り組みをしている企業

が 59.4％、同 300人未満の中小企業では 39.3％である一方、「今後、取り組みたいと考えている」とする企

業が３～4割となっており、今後の活動の広がりが期待されます。 【図２－２】 

 

 

【図２－１】 SDGsに関わる活動の取り組み状況（全体・経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２－２】 SDGsに関わる活動の取り組み状況（従業員規模別） 
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中長期的な企業価値を向上
させること

企業の社会的責任を果たす
こと

企業ブランドを向上させるこ
と

新しい商品・サービス・事業
の開発に結び付けること

親会社や取引先からの要請
に応えること

株主や投資家からの要請に
応えること

社員のモチベーションや帰
属意識を高めること

人材採用力を高めること

非常に

重視している

31.7 

36.9 

22.0 

17.4 

15.5 

16.2 

17.7 

9.8 

重視している

45.1 

48.2 

44.2 

35.1 

37.2 

38.7 

43.3 

46.0 

やや

重視している

18.6 

12.5 

25.9 

29.0 

27.4 

25.9 

28.4 

30.2 

あまり

重視していない

1.8 

0.0 

4.3 

14.0 

11.9 

9.8 

6.1 

9.5 

重視していない

0.0 

0.0 

0.6 

1.5 

4.3 

3.7 

2.1 

2.1 

まったく

重視していない

0.6 

0.0 

0.3 

0.6 

0.9 

2.4 

0.3 

0.3 

無回答

2.1 

2.4 

2.7 

2.4 

2.7 
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2.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３．SDGs に取り組む目的 ― 「企業の社会的責任を果たすこと」が８割超 

「中長期的な企業価値向上」「企業ブランドの向上」「社員のモチベーション」も 
 

○ SDGs に関わる活動に取り組んでいると回答した企業（328社・全体の 61.7%）に対して、SDGsに関わる

取り組みの目的として重視していることを尋ねたところ、「企業の社会的責任を果たすこと」について、「非常に重

視している」「重視している」の合計が 8割超となり、最も重視度が高い項目として挙げられました。 

○ その他、「非常に重視している」「重視している」を合わせた比率が高い項目は、「中長期的な企業価値を向上さ

せること」（76.8％）、「企業ブランドを向上させること」（66.2％）、「社員のモチベーションや帰属意識を高め

ること」（61.0％）となり、企業の社会的責任としてだけではなく、企業価値の向上や社内外からのイメージアッ

プなど、多面的な目的のもとに SDGsの取り組みがなされていることがうかがえる結果となりました。 

 

 

【図３】 SDGsに関わる取り組みの目的として重視していること 
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既存の事業活動との結び付
け

新しい商品・サービス・事業
の開発への結び付け

取り組みについての具体的
な目標・KPI の設定

自社の取り組みに対する社
員の認知度の向上

社内推進体制の構築

パートナーシップ先の選定

ステークホルダーに対する
情報開示の内容や方法

戦略との統合やマネジメント
システムへの実装

おおいに

課題である

4.9 

6.4 

11.6 

8.8 

9.1 

2.1 

3.4 

6.1 

課題である

32.9 

34.5 

43.3 

44.8 

38.4 

27.7 

27.7 

36.0 

やや

課題である

28.4 

31.1 

27.4 

29.6 

28.7 

34.1 

31.1 

31.7 

あまり

課題ではない

22.0 

16.8 

9.8 

8.8 

14.6 

24.1 

27.1 

17.4 

課題ではない

7.3 

7.6 

3.7 

3.7 

4.6 

7.0 

6.1 

4.9 

まったく

課題ではない

1.5 

0.6 

0.9 

1.2 

1.2 

0.9 

1.2 

0.6 

無回答

3.0 

3.0 

3.4 

3.0 

3.4 

4.0 

3.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４．SDGs推進における課題 

「社員の認知度の向上」「具体的な目標・KPIの設定」が８割超 

   「社内推進体制の構築」「商品・サービス・事業の開発への結び付け」も課題 
 

○ SDGs に関わる活動に取り組んでいると回答した企業（328社・全体の 61.7%）に対して、SDGsに関わる

取り組みを進めていくうえでの課題を尋ねたところ、「おおいに課題である」「課題である」「やや課題である」の合

計が高い項目として、第 1位に「自社の取り組みに対する社員の認知度向上」（83.2％）、第 2位に「取り組

みについての具体的な目標・KPIの設定」（82.3％）が挙げられました。 

○ また、「社内推進体制の構築」「戦略との統合やマネジメントシステムへの実装」「新しい商品・サービス・事業の開

発への結び付け」についても、「課題である」の合計が７割を超えています。SDGs にそった活動を進めるにあたっ

て、社内における認知度向上や推進体制づくりとともに、具体的な目標の設定や、戦略や事業活動への結び付

けが課題となっていることがうかがえます。 

 

【図４】 SDGsに関わる取り組みを進めていくうえでの課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果を受けてのコメント 
一般社団法人日本能率協会  

KAIKA研究所 所長 近田高志 
 

○ 今回の調査結果から、企業経営者のＳＤＧｓへの認知度がさらに高まるとともに、具体的な活動に

おいても取り組みが広がっていることが確認できました。 

○ ＳＤＧｓの目的としては、「企業の社会的責任を果たすこと」に加え、「中長期的な企業価値向上」

「企業ブランドの向上」「社員のモチベーション」が重視されている一方、課題としては、「社員

の認知度の向上」「具体的な目標・KPIの設定」のほか、「社内推進体制の構築」「戦略やマネジメ

ントシステムへの実装」「商品・サービス・事業の開発への結び付け」が上位に挙げられています。 

○ ＳＤＧｓを推進していくうえでは、トップのコミットのもと社内推進体制を構築し、社員を巻き込

んで、戦略や事業活動との結び付けをしながら具体化をしていくことが重要となります。 

  

83.2％ 

72.0％ 

66.2％ 

82.3％ 

「課題である」 

の合計 
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76.2％ 

62.2％ 
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北海道

1.5%
東北

1.9%

関東・甲信越

55.9%
東海・北陸

14.5%

近畿

15.4%

中国・四国

5.3%

九州・沖縄

5.5%

その他

0.0%

無回答

0.0%

業種分類 ％ 回答数 業種分類 ％ 回答数
製造 44.7 238 非製造業 55.1 293

製造・素材系 15.0 80 小売・卸・商社 13.2 70
3 繊維 0.9 5 15 小売 5.1 27
4 パルプ・紙・紙加工 0.8 4 16 商社・卸売 8.1 43
5 化学 7.7 41 建設・不動産 10.5 56
7 石油・石炭 0.6 3 18 不動産 2.3 12
8 ゴム・窯業・土石 1.5 8 19 土木・建設・建築 8.3 44
9 鉄鋼・非鉄・金属 3.6 19 倉庫・運輸 4.9 26

製造・組立系 16.5 88 20 輸送サービス（陸運・海運・空運） 4.5 24
10 一般機械 3.2 17 21 倉庫・埠頭 0.4 2
11 精密機器 2.1 11 情報・通信 6.8 36
12 電気・電子機器 6.6 35 22 ソフト開発・情報サービス 5.8 31
13 輸送用機器 4.7 25 23 通信サービス 0.9 5

製造・その他 13.2 70 宿泊・飲食 2.4 13
2 食料品 5.6 30 26 宿泊・飲食・給食サービス 2.4 13
6 医薬品 0.9 5 金融・保健 4.5 24

14 その他製造 6.6 35 17 金融・保険 4.5 24
その他 12.8 68

24 出版・放送・報道 1.5 8
25 公共サービス（電気・ガス・水道） 0.4 2
27 保健・医療・福祉サービス 0.6 3
28 人材・教育関連サービス 0.6 3
29 警備・ビル・設備等のメンテナンス 0.8 4
30 広告・宣伝・ディスプレイ 1.7 9
31 その他サービス 7.0 37
1 農林・水産・鉱業 0.4 2

無回答 0.2 1
合計 100.0 532

１００人未満

9.8%

１００人～３００人未満

15.0%

３００人～１千人未満

31.2%

１千人～３千人未満

18.8%

３千人～１万人未満

14.1%

１万人以上

10.5%

無回答

0.6%

１０億円未満

3.2%
１０億円～

５０億円未満

10.7%

５０億円～

１００億円未満

10.3%

１００億円～

５００億円未満

34.0%

５００億円～

１千億円未満

12.4%

１千億円～

５千億円未満

17.7%

５千億円～

１兆円未満

4.9%

１兆円以上

5.8%

無回答

0.9%

回答企業の概要  

 

■ 本社所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 従業員数                        ■ 売上高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


